歴史地震研究会2016年度　第2回幹事会議事録
日時：2016年11月7日（月）17:00～18:15
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、宍倉正展、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、岡村健太郎（旧幹事）、中村操、植竹富一（以上、監査役）
1． 入退会者の承認

　1名（竹田誠氏）から入会届けがあった旨の報告があり承認した。その結果、現在の会員数は308名となった。
2． ２０１６年大会のまとめ
１日目9/11の参加者は会員38名、非会員８名、地元参加者８名の計54名、２日目9/12の参加者は約52名、巡検参加者は35名だった。

決算は収入1,197,200円、支出1,237,133円となり39,933円の赤字となった。
「吉里吉里かるた」を吉里吉里二丁目町内会から提供された。岡村が今回の大会運営に協力してくれた関係者に配布することにした。

3． ２０１７年大会の準備状況
2017年9月15日（金）-17日（日）　　つくばイノベーションプラザ大会議室100名収容
懇親会（１５日晩）　　ホテル東雲

後援　産業技術総合研究所（手続き準備中）

巡検　１７日に日帰りで実施予定。以下の３案を検討中。
　候補１　つくば研究所めぐり　　日曜日非公開の研究所見学が可能か不明
　候補２　鹿島、銚子周辺　鹿島神宮・要石、1677年延宝津波、2011年津波旭市被害など
　候補３　北茨城周辺　六角堂の復興など2011年津波被関連など
公開講演会
　つくばでは講演会などの機会が多いため今回は開催しない。
巡検について以下の意見が出された。

　１は2008年に回っているので参加者が少なそう。
３はつくばから150km以上離れていて遠く移動時間が長い。
　２は伊能忠敬の記念館など他にも候補となる場所がある。

その結果、２を有力候補として、移動・見学時間を詰めた行程案を作成し、次の幹事会で審議する。
大会用メーリングリストは今年は気象研究所で作成する。登録メンバーは宍倉、小松原、石辺、林豊の４名。
　　2018年大会は大分での開催を検討中。現地関係者との打ち合わせを進めている。
　　
4． 編集出版委員会関係
１）オンライン版公開

本年5月に発行した31号のオンライン版を12月中の公開に向けて準備中。今年度のものから解像度をあげる。
２）来年5月発行予定の32号の編集状況
アンケートなどから査読原稿は１０編程度の投稿にとどまる予想で、ここ数年の中ではもっとも少なくなる見込みである。
5． 　広報委員会関係

　　ホームページの更新、メーリングリストmushaのメンバー追加を行い、迅速な情報の提供に努めた。
6． 引き継ぎ事項
現在の総会の議決権は総会出席者のみに限られているため、委任状に対応する規約改正案を作成する。来年のつくば大会の総会に諮れるよう準備する。文案などは総務委員長（林能成）が作成する。
次回幹事会の日程
2017年4月第1週〜第2週に開催。年明け頃に日程調整を行う。
次回幹事会では下記の議題を扱うので関係者は資料の準備を進める。
1. 規約改正案（総務）

2. 2018年大会の開催地決定（会長・副会長）

3. 雑誌編集に関する進捗状況（編集出版）

4. 2017年大会の巡検行程（行事）
